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ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始
動

し
た
。
経
営
学
部
の
庄
子
真

岐
ゼ
ミ
、
宮
城
県
石
巻
高
校

新
聞
部
、
一
般
社
団
法
人

Reborn-Art 
Festival

が

連
携
。
２
０
１
９
年
に
石
巻

圏
域
で
開
催
さ
れ
る
リ
ボ
ー

ン
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
（
Ｒ
Ａ
Ｆ
）
に
向
け
、
地

元
の
高
校
生
と

大
学
生
が
担
い

手
と
な
っ
て
イ

ベ
ン
ト
を
盛
り

上
げ
る
方
法
を

検

討

し

て

い

く
。

　
Ｒ
Ａ
Ｆ
は
、

石
巻
中
心
市
街

地
と
牡
鹿
半
島

を
舞
台
に
ア
ー

ト
、
音
楽
、
食

を
楽
し
む
総
合

芸
術
祭
。
17
年

に

初

開

催

さ

れ
、
51
日
間
で

延
べ
26
万
人
が
訪
れ
た
。

　
庄
子
ゼ
ミ
は
「
観
光
ま
ち

づ
く
り
」
が
研
究
テ
ー
マ
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
を
務
め

る
石
山
竜
汰
さ
ん
（
４
年
次

・
宮
城
県
石
巻
北
高
）
は

「
高
校
生
の
斬
新
な
ア
イ
デ

ア
を
取
り
入
れ
な
が
ら
必
要

　
石
巻
川
開
き
ま
つ
り
（
７

月
31
日
、
８
月
１
日
）
に
本

学
か
ら
延
べ
５
２
６
人
が
参

加
。
大
縄
引
き
で
初
優
勝
を

飾
る
な
ど
祭
り
を
盛
り
上
げ

地
域
と
の
関
わ
り
を
深
め
た

学
生
の
声
を
紹
介
す
る
。

▽
高
橋
勇
希
矢
さ
ん
（
経
営

１
・
宮
城
県
東
北
高
）
｜
｜

大
縄
引
き
で
初
優
勝
に
貢
献

「
優
勝
で
き
て
う
れ
し
い
。

２
連
覇
中
の
日
本
製
紙
と
の

準
決
勝
は
気
合
が
入
り
、
応

援
が
力
に
な
っ
た
。
連
覇
を

目
指
し
た
い
」

▽
吉
田
直
弥
さ
ん
（
経
営
１

・
宮
城
県
石
巻
商
業
高
）
｜

｜
孫
兵
衛
船
競
漕
に
出
場

「
お
互
い
の
ミ
ス
を
カ
バ
ー

し
合
っ
て
最
後
ま
で
こ
げ

た
。
８
秒
差
で
決
勝
に
進
め

な
か
っ
た
の
が
残
念
」

尚
志
研
究
室
に
所
属
、
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
を
卒
業
研
究
の
テ

ー
マ
に
し
よ
う
と
考
え
て
い

る
。「
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
採

取
方
法
や
海
の
深
度
を
測
る

機
材
の
使
用
法
な
ど
実
践
的

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
研
究

へ
の
意
欲
が
高
ま
っ
た
」
と

手
応
え
を
つ
か
ん
だ
様
子
。

　
事
前
に
現
地
の
天
候
や
生

態
系
を
調
べ
て
臨
ん
だ
相
馬

悠
里
さ
ん
（
３
年
次
・
青
森

県
五
所
川
原
高
）
は
「
地
形

や
潮
通
し
の
影
響
な
の
か
、

予
想
と
違
う
デ
ー
タ
も
あ
っ

た
が
、
水
深
12
〜
20
㍍
付
近

は
栄
養
塩
が
高
め
で
日
光
も

届
く
た
め
、
植
物
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
が
発
生
し
や
す
い
こ
と

　
海
洋
生
物
コ
ー
ス
の
「
海

洋
生
物
学
実
習
」
は
８
月
28

日
か
ら
30
日
ま
で
牡
鹿
半
島

の
石
巻
市
狐
崎
浜
で
行
わ
れ

３
年
次
生
27
人
が
参
加
し

た
。
宿
泊
先
で
あ
る
狐
崎
浜

漁
村
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
海
岸

で
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
生
物

相
や
生
物
密
度
の
昼
夜
比
較

調
査
を
体
験
し
た
ほ
か
、
漁

船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
洋
上

で
海
洋
環
境
計
測
の
基
本
を

実
習
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
内

で
は
、
観
測
デ
ー
タ
を
分
析

し
、
環
境
要
因
と
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
分
布
構
造
の
関
係
に
つ

い
て
、
グ
ル
ー
プ
討
論
と
発

表
会
を
実
施
し
た
。

　
茂
庭
和
喜
さ
ん
（
３
年
次

・
宮
城
県
石
巻
西
高
）
は
海

洋
浮
遊
生
物
学
を
学
ぶ
太
田

　
動
物
コ
ー
ス
の
「
動
物
学

実
習
」
は
８
月
30
日
か
ら
９

月
１
日
ま
で
仙
台
市
太
白
区

秋
保
町
の
「
木
の
家
」
周
辺

で
行
わ
れ
、
３
年
次
生
15
人

が
参
加
し
た
。

　
森
林
と
名
取
川
の
水
辺
で

昆
虫
を
採
集
し
、
生
理
・
生

態
学
的
特
性
の
計
測
や
分
類

を
行
っ
た
。
悪
天
候
の
た
め

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
は
適

さ
な
い
あ
い
に
く
の
条
件
だ

っ
た
が
、
学
生
は
採
集
し
た

昆
虫
や
水
生
微
生
物
を
詳
細

に
観
察
し
、
ス
ケ
ッ
チ
や
写

真
で
記
録
し
た
。

　
関
優
香
さ
ん
（
３
年
次
・

秋
田
県
大
館
鳳
鳴
高
）
は

「
野
外
活
動
に
よ
っ
て
環
境

と
生
物
の
関
わ
り
を
じ
か
に

知
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後

は
シ
カ
や
ク
マ
な
ど
哺
乳
類

を
研
究
対
象
と
す
る
予
定
だ

が
、
今
回
の
経
験
を
生
か

し
、
観
察
、
記
録
す
べ
き
ポ

イ
ン
ト
を
お
さ
え
て
研
究
を

進
め
た
い
」
と
話
し
た
。

　
石
巻
市
や
近
隣
の
小
学
校
で
の
38
年

間
の
教
員
生
活
を
経
て
、
今
年
４
月
か

ら
石
巻
専
大
に
。
研
究
テ
ー
マ
は
「
学

級
経
営
を
通
し
た
学
級
文
化
の
形
成
に

よ
る
望
ま
し
い
人
間
関
係
づ
く
り
」

で
、
多
く
の
学
生
に
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
伝
え
る
と
と
も
に
、
教
職
を
志
す
学

生
を
育
て
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
担
当
す
る
「
保
育
・
教
職
実
践
演
習

（
幼
・
小
）」、「
初
等
教
育
実
習
事
前

事
後
指
導
」
で
は
、
主
体
的
、
対
話
的

で
深
い
学
び
に
つ
な
が
る
集
団
討
議
の

手
法
を
習
得
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い

る
。
児
童
の
発
言
力
を
育
て
る
た
め

に
探
究
の
対
話
（p4 c

philosophy 

for children

、
子
ど
も
の
哲
学
）
を

活
用
す
る
こ
と
や
、
他
者
と
折
り
合
い

を
付
け
な
が
ら
合
意
形
成
を
図
る
た
め

の
学
習
方
法
を
解
説
す
る
。

　
ま
た
、
授
業
に
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
、
心
を
ほ
ぐ
す
ア

イ
ス
ブ
レ
イ
ク
を
活
用
す
る
な
ど
、
学

ぶ
意
欲
を
引
き
出
す
授
業
づ
く
り
を
心

掛
け
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
授
業
を
体

験
す
る
こ
と
は
、
学
生
が
教
員
と
な
っ

た
際
に
必
ず
生
か
さ
れ
る
。

　
学
生
に
は
課
題
解
決
を
図
る
創
造
的

な
思
考
力
と
と
も
に
、
多
様
な
価
値
観

や
個
性
を
受
け
入
れ
、
他
者
と
質
の
高

い
関
わ
り
方
が
で
き
る
能
力
を
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
。

教
職
を
志
す
学
生
を
育
て
る

横
江
信
一 
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本年４月、
創立 30 年を
迎えました

10.13(土)

14(日)

2018

石鳳祭石鳳祭

海と森で学外実習
理工学部生物科学科

　
理
工
学
部
生
物
科
学
科
の
３
年
次
生
が
野
外
に
出

て
生
物
採
集
や
観
察
・
観
測
に
取
り
組
む
学
外
実
習

が
、
夏
期
休
暇
を
利
用
し
て
実
施
さ
れ
た
。

海
洋
生
物
コ
ー
ス

動
物
コ
ー
ス

調査のための海水を採取する学生たち

採
取
し
た
川
の
水
を
観
察
す

る
学
生
た
ち

石
巻
川
開
き
ま
つ
り

526
人
地
域
盛
り
上
げ
る

力自慢が出場し初優勝＝大縄引き

息を合わせて舟をこぐ学生＝孫兵衛船競漕

が
分
か
っ
た
」。
卒
業
研
究

は
ク
ラ
ゲ
を
取
り
上
げ
る
予

定
で
「
実
習
で
経
験
し
た
塩

分
や
酸
素
濃
度
な
ど
環
境
因

子
の
測
り
方
を
生
か
し
た

い
」
と
話
し
た
。

　
新
た
な
高
大
産
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
リ
ボ
ー
ン
ア
ー

アプリの概要を発表する千葉さん

経営・舛井ゼミ 奨励賞

学生スマホアプリコンテスト
　
全
国
の
大
学
院
、
大
学
、

高
等
専
門
学
校
、
専
門
学
校

の
学
生
が
参
加
し
た
「
第
６

回
学
生
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
コ
ン
テ
ス
ト
」（
情
報

処
理
学
会
・
Ｃ
Ｄ
Ｓ
／
Ｍ
Ｂ

Ｌ
研
究
会
主
催
）
で
、
経
営

学
部
・
舛
井
道
晴
ゼ
ミ
の
千

葉
大
輝
さ
ん
（
３
年
次
・
宮

城
県
仙
台
育
英
高
）、
佐
藤

郁
朗
さ
ん
（
３
年
次
・
山
形

県
鶴
岡
中
央
高
）
の
チ
ー
ム

が
開
発
し
た
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現

実
）
技
術
を
用
い
た
子
ど
も

向
け
知
育
ア
プ
リ
『
Ａ
Ｒ
Ｂ

Ｂ
』
が
奨
励
賞
を
受
賞
し

た
。
『
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｂ
』
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
上
に
表
示
し

た
床
や
壁
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
縦

横
無
尽
に
重
ね
る
こ
と
が
で

き
る
ア
プ
リ
。

　
書
類
審
査
通
過
の
18
チ
ー

ム
に
選
ば
れ
、
８
月
30
日
、

東
京
都
港
区
の
慶
應
義
塾
大

学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

さ
れ
た
情
報
処
理
学
会
の
第

88
回
研
究
発
表
会
で
概
要
を

発
表
し
た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
「
発
表
時
間

が
短
く
、
ま
と
め
る
の
に
苦

労
し
た
。
初
参
加
の
コ
ン
テ

ス
ト
で
、
賞
を
も
ら
え
る
と

思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

う
れ
し
い
」と
振
り
返
っ
た
。

　
千
葉
さ
ん
は
「
ユ
ー
ザ
ー

の
こ
と
を
考
え
、
ブ
ロ
ッ
ク

の
配
色
な
ど
見
や
す
さ
を
意

識
し
た
。
指
摘
し
て
い
た
だ

い
た
点
を
改
善
し
、
よ
い
ア

プ
リ
に
し
た
い
。
今
回
学
ん

だ
知
識
を
生
か
し
、
新
し
い

ア
プ
リ
の
制
作
に
も
挑
戦
し

た
い
」
と
話
し
た
。

な
も
の
を
考
え
、
提
案
し
て

い
き
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　
７
月
20
日
の
キ
ッ
ク
オ
フ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
あ
と
、
メ

ン
バ
ー
は
来
年
に
向
け
た
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
「
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
！
　
リ
ボ
ー
ン
ア
ー
ト
２

０
１
８
」
に
参
加
。
８
月
８

日
に
は
ゼ
ミ
生
と
高
校
生
計

17
人
が
自
分
た
ち
の
視
点
で

イ
ベ
ン
ト
の
魅
力
を
探
る
べ

く
、
牡
鹿
半
島
で
フ
ィ
ー
ル

ド
ト
リ
ッ
プ
を
行
っ
た
。

　
Ｒ
Ａ
Ｆ
の
拠
点
施
設
・
牡

鹿
ビ
レ
ッ
ジ
と
桃
浦
ビ
レ
ッ

ジ
で
施
設
や
展
示
作
品
を
見

学
し
、
郷
土
料
理
を
食
べ
る

な
ど
Ｒ
Ａ
Ｆ
を
体
感
。
安
達

翔
汰
さ
ん
（
４
年
次
・
宮
城

県
東
北
高
）
は
「
現
地
を
見

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
だ
け

で
は
分
か
ら
な
い
魅
力
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
た
」、
木

村
春
輝
さ
ん
（
２
年
次
・
宮

城
県
松
島
高
）
は
「
市
街
地

か
ら
の
移
動
情
報
を
充
実
さ

せ
た
い
」
と
話
し
た
。

高大産連携プロジェクト

庄子ゼミと石巻高生
芸術祭の魅力発信へ

多
く
の
来
場
者
を
集
め
た
「White Deer 

(Oshika)

」
を
見
学

８
月
８
日


